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令和７年度 やよい幼稚園・保育園自己点検・評価（総括） 

１．学園理念 
学園理念「心をこめて 心をつくして 心を伝える」に基づき、かけがえのない一人ひとりの 
心に寄り添い、個性を大切にする教育を目指した。 

２．教育目標 
・「心も体も健康で たくましく伸びゆく子ども」を目標に、一人ひとりの子どもの心に寄り添い個性に

応じた援助をしながら、生活習慣や社会性を身につけるとともに、子どもの可能性、創造性を伸長す
る教育を目指した。また、乳幼児期にふさわしい生活が展開されるように、教師との信頼関係にささ
えられた生活、友達と充分にかかわって展開する生活、さまざまに直接的な体験ができる生活を大切
にした。 

３．本年度の自己評価 
・概ね学園理念や園の運営、教育・保育方針を理解し、園の教育・保育要領に基づいて教育・保育計画

を作成し実践した。 
・教職員間、ヒヤリハットや懸念される事項の情報交換を行い、できるだけ事故・怪我など未然に防ぐ

ことができるよう配慮した。 
・園児一人ひとりの状況や発達に合わせて教育・保育を行い、必要に応じて関係機関と連携を図った。 
・子どもへの指導は、子どもの状況、家庭状況に配慮して行った。特に、途中入園の子どもには、情緒

の安定を図るため、信頼関係づくりを優先して関わった。 
・園では給食を通して食育を行っている。年長くらいになると、準備や後片付けもスムーズになり、好

き嫌いも軽減していく。しかし、3 歳ではまだ箸を使っていなかったり、立ち歩いたりするなど食事
の基本を身に付けていない子どもが増加している。そのため、給食参観懇談のように他の子どもと比
較しながら子どもの食事の様子を直接見ていただく機会はとても貴重であるので、今後とも大切にし
ていきたい。 

・年々個性の強い子どもが増え、補助の先生をつけなければ活動が難しいところがある中で、保護者が
子どもの育ちの遅れを認めたがらない親もいる。そのため、子どもの送迎時など、日頃の子どもの様
子を伝えながら親とのコミュニケーションをとるようにしてきた。今後もコミュニケーションを大切
にして、保護者との信頼関係を築いていきたい。また、中にはどうしても課題の共通認識を図れない
保護者がいるが、心情的でデリケートなことでもあるので性急な対応はしないようにした。 

・地域ではインフルエンザの流行などで一部学級閉鎖・学年閉鎖がある中で、本園は閉鎖することもな
く全過程を修了することができた。また、運動会、やよい祭り、生活発表会などは保護者だけでな
く、兄弟や卒園児、その他の家族や来賓などたくさんの来園者があった。 

４．保護者アンケート結果 
・本園の教育・保育方針、内容について全般的に理解を得られている様子が伺える。アンケート調査に

協力のあった保護者の方々全員からは子どもの成長の実感を得られたという回答があった。 
・自由記述欄では、子どものお迎え時に子どもの様子を伝えてもらい有難いという感想がある中、保護

者から園への話しやすさという観点は比較的評価が低かった。 
５．今後の課題 
・子どもの成長を支えていくためには、保護者との信頼関係の構築も大切である。特に個性的な子ども

が増えてきていることから、保護者との信頼関係がなければ、適切な教育は提供できない。今後はよ
り一層、保護者に寄り添い信頼関係の構築に努めていく。 

・特に、保護者の迷いや悩み、苦しみに共感しつつも、子どもたちを良い方向に導いていけるように、
教育者として、常に誠実に対応していく。 

・子どもが安心・安全に生活していくために、感染症やヒヤリハットの情報を教職員間で共有し、事故
や怪我などを未然に防いでいく。 

・教育は単なる専門知識や技術、経験だけで行われるものではない。むしろ、「人間がその人となりを 
通して行うもの」であるから、教師としての資質も重要な要素となる。そのため今後も研修会等への 
参加や自己啓発を促していく。また、専門職だけではなく、自らの人格を磨くことも目標に取り組ん 
でいく 

・保護者には、日頃から子どもの姿を知らせながら、信頼関係づくりをし、課題の共通認識を持てる 
ようにしていきたい。 



 

7 

 

令和７年度 やよい幼稚園・保育園自己評価まとめ（保育教諭） 

○常勤・非常勤併せて 17 人が行った。評価はカテゴリーごと 5 段階とした。 

〇全体の自己評価の平均は 4.61 となり、昨年と比較しても 0.08 ポイント下降しているが、ほぼ同程度 

の評価であった。本園の教育・保育及び園運営は全般的に理解と協力を得られていると思料される。 

〇本園の保育教諭等は勤務年数が長く、幼児教育を理解している職員が多い。一方で昨年度は 3 名、本

年度は 2 名新たに入職しているので、教育観の統一を図るためにもコミュニケーションを図っていく

必要がある。また、できるだけ若い力を引きだしていくためにも指導の仕方を工夫していかなければ

ならない。 

○比較的評価が低かったのは、「12 一人ひとりの園児の生活の状況に応じて教育・保育を工夫してい

る」「19.5 領域が相互に関連を持つ総合的な指導を通し、意欲・心情・態度を養うことが狙いである

ことを知っている。」である。子どもの活動の組み立ては比較的容易であるが、それぞれの園児の生

活の状況に応じて教育を行い、なおかつその活動を通して「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表

現」の 5 領域を関連立てて「意欲」「心情」「態度」を養うという教育は、そう簡単にできるものでは

ない。特に若い保育教諭は、先輩から助言をもらいながら目標をもって経験を積み重ね、保育教諭と

して成長できるようにサポートしていく必要がある。 

○次に比較的評価が低かったのは、「26.小学校への接続に配慮した教育・保育を実践するとともに、内

部研修、 外部研修に積極的に参加している。また、地域の行事など、地域としても関わりも大事にし

ている。」である。 

  研修は保育教諭から希望があるものについてはできるだけ参加できるように配慮している。地域との

かかわりについてもできるだけ協力しているが、地域が縮小傾向にあるため、なかなか活性化できな

い事情もあるようである。 

区分 内    容 評 価 

Ⅰ 

園の基

本姿勢

につい

て 

1.本園の教育・保育理念や目標を理解している 4.53 

2.認定こども園としての社会的責任を理解している。    4.80 

4.園児一人ひとりの発達に合わせて指導、援助することの重要性を理解してい 

る。 
4.84 

5.事故予防、災害など危機管理ができている  4.60 

7.組織人としてまた保育教諭としてルールを守り、自己の向上を目指して積極 

的に研修に取り組んでいる。 
4.76 

Ⅱ 

幼保連

携型認

定こど

も園教

育・保

育要領

8.認定こども園として教育及び保育の基本について理解している。 4.67 

9.認定こども園としての教育及び保育の目標について理解しているとともに達 

成に努めている。 
4.45 

10.教育・保育の時間等を理解し、計画は心身の発達や家庭の状況、地域の実態 

に即して作成されていることを理解している。 
4.42 

11.認定こども園として発達の連続性を考慮して教育・保育を行っている。 4.76 

12.一人ひとりの園児の生活の状況に応じて教育・保育を工夫している。 4.37 
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の理解

につい

て 

13.年齢に応じた健康や安全、発達を確保しつつ、異年齢の交流にも配慮し教 

育・保育の充実を図っている。 
4.74 

14.生命の安全保持に努めるとともに、保育教諭との信頼関係を築き、情緒の安 

定を図っている。 
4.48 

15.子どもの心身の状況を定期的、継続的に、また、必要に応じて把握し、関係 

機関と連携を図っている。また、園の計画に基づいて健康診断を行うとと 

もに疾病等の事態に備えて、適切な対応ができるようにしている。 

4.68 

17.食育計画を作成し指導に位置付けるとともに、食材や調理する人に感謝の気 

持ちが育つよう食の環境づくりに配慮している。  
4.76 

18.保護者に園児の様子や教育・保育の意図などの説明を通じて相互理解を深め 

るとともに積極的な参加を促し子育て支援を行っている。また、園の地域 

性や専門性を十分考慮して地域社会の支援を行っている。 

4.53 

19.5 領域が相互に関連を持つ総合的な指導を通し、意欲・心情・態度を養うこ 

とが狙いであることを知っている。 
4.21 

20.5 領域のねらい及び内容を知っている。 4.70 

21.園児一人ひとりの発育・発達、健康状態について保健的な対応をするととも

に、3 歳未満児、3 歳以上児の異なるかかわりについて配慮している。 
4.61 

23.指導計画は、園児の興味や関心、発達の実情に合わせて設定するとともに、

反省や評価を適切に行っている。 
4.62 

24.園児の発達の個人差、特性に応じて個別的な計画を作成するとともに、小学

校との連携や家庭との連携を保ちつつ、幼保連携型認定こども園における

生活を展開している。 

4.64 

Ⅲ 

園独自

の取組

につい

て 

25.園の特色教育について理解しているとともに預かり保育、体育教室など、独

自の事業についても理解している。 
4.88 

26.小学校への接続に配慮した教育・保育を実践するとともに、内部研修、外部

研修に積極的に参加している。また、地域の行事など、地域としても関わり

も大事にしている。 

4.37 
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令和７年度 やよい幼稚園・保育園保護者アンケート結果 

 

【アンケート回収数について】 

・園児の保護者 89 名を対象にアンケートの調査を行った。 

・回収数は 31 部であり、回収率は 34.8％であった。昨年度より 5.64 ポイント減少している。 

【アンケートの内容構成について】 

・アンケートは上記のように 12 の設問と自由記述との回答で構成されている。 

【アンケート結果】 

 № 内   容 評価 

１ 本園は教育方針をわかりやすく伝えていますか。 4.79 

２ 
本園は、子どもの運動・音楽・制作などの活動をバランスよく取り入れ子ども達が主

体的に自分の力を発揮できるような援助をしていると思いますか。 

4.95 

３ 本園は子どもの発達段階に応じた基本的生活習慣の自立を促していると思いますか。 4.87 

４ 
本園は、子どもをよく理解し、子どもの性格や長所を把握して指導に当たっていると

思いますか。 

4.75 

５ 
本園は和食を中心とした献立を作成し、給食をとおして食事のマナーの習得や偏食改

善など食育を行っていますが、本園の食育の考えが実践されていると思いますか。 
4.79 

６ 本園の給食に満足していますか。 4.91 

７ 
参観や懇談会のなど様々な行事をとおして、子どもの様子がわかり、成長が感じられ

ますか。 

5.00 

８ 
保育参観や親子遠足、運動会など、保護者が参加する行事はもっとあったほうがいい

と思いますか。 

2.74 

９ 「園だより」などのお便りをとおして、子どもの園生活の様子がわかりますか。 4.39 

10 本園は子どもの心身の健康や心配事について、適切に対応していると思いますか。 4.39 

11 本園は、保護者の悩みや相談について、適切に対応していると思いますか。 4.31 

12 本園の教育に対して、ご家庭の意見や意向を伝えることができますか。 4.23 

  

【自由回答について】 

 ・いつも息子がお世話になっています。お陰様で入園前と比べて息子が大きく成長したと感じています。本人も毎日楽し 

そうに通っており、普段家庭ではできない活動や友達との関わりなど、貴重な経験をさせていただいていることに感 

謝しています。 

 ・ものすごく雪が降った日もきれいに除雪して下さっていて車での送迎もしやすかったです。ありがとうございまし 

た。日々の園生活も様々な発表会もとても子どもの成長を感じますし、安心してお願いできます。いつも本当にあり 

がとうございます。 

 ・子どもたちは大喜びの雪ですが、親としては車の運転が大変で…でも園のまわり北側駐車場は送迎のときみかけます 

が雪かきありがとうございます。きっちりきれいに雪かきしてくれてたすかります！！ 

 ・給食はノートを見ると毎日完食と書いてくれてるので、たくさん食べているんだなぁと感じていますし、懇談会のと 

きにいただいた給食もおいしかったです。家では週の半分は魚料理をだしたいと思っていますが、なかなかむずかし 

く…なので、園の給食で魚や和食をだしてくれるのがありがたいです。 
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 ・保護者が参加する親子行事がもっとあれば、だれがどの子のお母さんだとかわかったり話したりできるんだろうけ 

ど、今は働いている家庭が多いからむずかしいのかなと感じています。上の子のときにあった茶話会とかあったら親 

同士で交流できるのかなとも思いますが、なくなってしまったものを復活するのはむずかしいですよね。 

 ・ささいなことも教えてくれる先生がたには感謝いっぱいです。ニコニコ笑顔がかわいいやよいっこたち、先生が大好 

きなんだろうなとつたわります。 

 ・いつもありがとうございます。これからもよろしくおねがいします。 

・もうかえるのはむずかしいんだろうなと思うけど、運動会午後までやれたらいいなと思います。正直お弁当作るの大 

変だし延期になるかならないかびみょうなときも作っとかないといけないっているのあるけど…お弁当あったときの 

方が充実していたなと感じます。 

 ・お弁当のあとのおやつ交かんややよいさんさ、保護者競技も大きくなった上の子も「ママ、私がやよいのときやって 

   たよね」と今でも言われます。自分達の運動会で自分のママやパパもがんばっているという姿をみるのもたのしいん 

だろうなと思います。 

 ・安心して通わせることができています。いつも本当にありがとうございます。 

 ・いつもありがとうございます。子供が楽しく過ごせるように考えられていて、とても助かり、勉強にもなります。こ 

れからもよろしくお願いいたします。 

・様々な機会で、教育・保育方針や各行事の目的についてご案内をありがとうございます。とてもわかりやすく、親と 

しても子どもたちの目指すところ、尊重していくべきところなどの理解に助けられております。 

・いつもお世話になっております。直接園に行く機会は少なかったため、子どもたちがどう過ごしているかは帰宅後に 

「今日はこういうことをしたよ！」など会話で聞いた程度でしか分からないですが、とても毎日充実して過ごしている 

ようで、楽しく園生活を送っていて安心しております。 

・先生方、お友達のおかげです。本当にありがとうございます。バスの先生にも大変お世話になりました。残りわずかの 

園生活ですが、引き続きよろしくお願いいたします。 

・子の成長が見れるので、行事は好きだし、たくさんあったらうれしいですが、仕事との都合もあるため、今くらいが 

いいと思っています。 

・キッズサークルも外部のカワイなどのプロの先生の指導がうけられるとさらに嬉しいです。 

他の園では、園の様子を画像や動画で比較的リアルタイムに今日はどんなことをやったなどみれるようにシステム構築 

されてるそうです。やよいでも、もう少し、リアルタイムにどんなことして過ごしているか画像や動画でみれると嬉し 

いです。 

・行事のプログラムなどが前日配付ではなくもう少し早いといいなと思いました.（欠席すると当日知ることになるので） 

・行事等も楽しく、先生方には感謝しています。しかし、父母会の役員が負担です。やっていない人もいるのに不公平で 

す。公平にやる、または役員の仕事を減らしてほしいです。 

  

 


